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０
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で
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定
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東
京
特
別
区
・
武
三
地
区
、多
摩
地

区
及
び
神
奈
川
京
浜
地
区
の
計
３
地

区
に
つ
い
て
、
10
月
19
日
付
で
新
自

動
認
可
運
賃
が
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
運
賃
改
定
申
請
で
は
、
運
転

者
の
労
働
条
件
の
改
善
が
主
な
理
由

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
維
持
す

る
た
め
に
は
労
働
条
件
の
一
定
水
準

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
認
識
の
も
と
、
歩
合
制
を
維
持

し
た
健
全
な
経
営
が
成
立
す
る
運
賃

を
設
定
す
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ

き
、
査
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

自
動
認
可
運
賃
の
公
示
に
つ
い
て

運賃改定の概要

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

認
可
（
予
定
）　
11
月
２
日
（
金
）

実
施
（
予
定
）　
12
月
３
日
（
月
）

【
運
賃
改
定
実
施
の
注
意
事
項
】

実
施
日
の
午
前
５
時
出
庫
か
ら

　
運
賃
換
算
表
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
12
月
１
日
〜
２
日
の
土
日
を
利

用
し
て
新
運
賃
メ
ー
タ
ー
器
へ
の
交

換
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

当
日
は
営
業
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
運
賃
は
、
実
施
日
の
午
前
５
時

以
降
に
出
庫
す
る
車
両
か
ら
適
用
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
３
日
に

新
運
賃
メ
ー
タ
ー
器
に
変
更
を
行
っ

た
車
両
は
、
そ
の
段
階
で
営
業
が
で

き
ま
す
。

7.87％
710円（2.0km）
90円（284m）

地区

特別区・武三
地区

多摩地区

中型

中型

現行上限運賃 申請改定率
査定上限改定率
〔初乗り加算〕

初乗り　660円（2.0km）
加算　　 80円（274m）

初乗り　660円（2.0km）
加算　　 80円（274m）

7.2％～28.6％

13.2％～23.8％

7.22％
710円（2.0km）
90円（288m）〔　　　　　　　　　〕

〔　　　　　　　　　〕

※車種を大型または特定大型車で申請された方も同じ金額とされます

※迎車回送料金は、申請どおり認可されます

時間距離併用　1分45秒までごとに 90円

深夜早朝割増　22時から5時まで 2割増

迎車回送料金　定額制 300円

（多摩地区：スリップ制　1kmを実車扱い）

個
人
タ
ク
シ
ー
と
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の

存
在
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う

■
質
疑
応
答

中
尾
直
道
さ
ん
（
日
本
放
送
協
会
）

子
ど
も
に
身
近
な
タ
ク
シ
ー
に

　
子
ど
も
が
犠
牲
に
な
る
事
故
や
事

件
が
相
次
ぐ
中
、「
こ
ど
も
１
１
０

番
」
は
良
い
取
り
組
み
だ
。
し
か
し
、

子
ど
も
に
、
何
か
あ
っ
た
ら
お
巡
り

さ
ん
や
駅
員
さ
ん
に
助
け
を
求
め
る

よ
う
に
は
言
っ
て
も
、
タ
ク
シ
ー
に

助
け
を
求
め
る
よ
う
に
言
う
親
は
少

な
い
の
で
は
？
　
例
え
ば
「
キ
ッ
ザ

第
15
回
個
人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
懇
談
会

10
月
22
日
（
月
）
午
後
２
時
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
「
第
15
回
個

人
タ
ク
シ
ー
利
用
者
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
個
人
タ
ク
シ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
19
名
と
、
協
会
か
ら
会
長
、
副
会
長
、
専
務
理
事
、
総

務
委
員
会
委
員
な
ど
11
名
が
出
席
。
委
嘱
状
交
付
、
個
人
タ
ク
シ
ー
の

現
況
報
告
に
続
き
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
協
会
役
員
の
間
で
活
発
な
質
疑

応
答
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ニ
ア
東
京
」
に
は
、
子
ど
も
の
仕
事

体
験
と
し
て
消
防
や
宅
配
な
ど
の
車

は
あ
る
が
、
タ
ク
シ
ー
は
な
い
。

も
っ
と
子
ど
も
が
身
近
に
感
じ
ら
れ

る
工
夫
が
な
い
と
、「
こ
ど
も
１
１

０
番
」
は
有
名
無
実
に
な
っ
て
し
ま

う
。

原
会
長
　
学
校
に
も
こ
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
こ
と
の
周
知
を
お
願
い

し
て
い
る
。
体
験
乗
車
な
ど
は
思
う

よ
う
に
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
が
、

お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
そ
の
通
り
だ
と

思
う
の
で
、
交
通
安
全
運
動
の
講
習

会
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
で
き
な
い

か
、
検
討
し
て
み
た
い
。

斉
藤
裕
志
さ
ん
（
譛
東
京
タ
ク
シ
ー

セ
ン
タ
ー
利
用
者
モ
ニ
タ
ー
）

料
金
値
上
げ
の
効
果
は
？

　
料
金
値
上
げ
は
利
用
者
に
と
っ
て

は
痛
い
が
、
運
転
手
さ
ん
の
労
働
条

件
を
考
え
る
と
や
む
を
得
な
い
と
思

う
。
た
だ
今
回
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
、
運
転
手
さ
ん
の
生
活
レ
ベ
ル
は

ど
の
く
ら
い
上
が
る
の
か
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
人
が
減
っ
て
、
逆
効
果
に

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

原
会
長
　
収
入
ア
ッ
プ
は
見
込
め
る

が
、
現
実
の
厳
し
さ
を
解
決
す
る
ま

で
に
は
至
ら
な
い
だ
ろ
う
。
利
用
者

の
減
少
だ
が
、
こ
こ
ま
で
景
気
が
落

ち
込
ん
で
く
る
と
、
利
用
者
は
本
当

に
タ
ク
シ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
人

に
限
ら
れ
て
く
る
。
こ
れ
以
上
の
落

ち
込
み
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

田
村
信
之
さ
ん

（
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
㈱
）

み
つ
星
を
選
ぶ
の
が
大
変
？

　
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
は
、
実
際
に
使

う
段
に
な
る
と
、
使
い
に
く
い
気
が

す
る
。
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
の
列
に
並

ん
で
、
自
分
の
番
に
当
た
っ
た
車
が

マ
ス
タ
ー
で
な
か
っ
た
ら
ど
う
す
る

か
。
タ
ク
シ
ー
を
拾
う
と
き
、
遠
く

か
ら
走
っ
て
く
る
タ
ク
シ
ー
に
星
が

つ
い
て
い
る
か
ど
う
か
見
分
け
る
の

も
難
し
い
。
実
際
に
乗
れ
な
い
と
制

度
の
理
解
も
広
が
ら
な
い
の
で
は
？

ま
た
電
話
な
ど
で
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ

と
き
に
「
み
つ
星
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
言
っ
て
も
い
い
の
か
？

木
村
副
会
長
　
ま
ず
無
線
で
呼
ぶ
と

き
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
の
励
み
に
も
な

る
の
で
、
ど
ん
ど
ん
み
つ
星
を
指
名

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
乗
り
場

で
数
台
後
ろ
に
マ
ス
タ
ー
が
い
れ

ば
、
目
の
前
の
車
を
次
の
人
に
譲
る

（
２
面
へ
続
く
）

開会あいさつで「お客様の声を聞く貴重な機会」と
述べる木村副会長
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理
事
会
の
焦
点

臨
時
総
会
へ
向
け
て
最
終
調
整

　
10
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
か
ら
、

第
５
回
理
事
会
が
協
会
大
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
27
名
全
員

と
第
一
事
業
団
か
ら
の
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
１
名
が
出
席
。原
会
長
は
冒
頭
あ

い
さ
つ
で
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　「
19
日
の
公
示
ま
で
未
定
で
す
が
、

12
日
の
物
価
担
当
官
会
議
で
運
賃
改

定
申
請
が
了
承
さ
れ
た
と
各
報
道
機

関
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
特
別

区
・
武
三
地
区
の
普
通
車
初
乗
り
運

賃
は
７
１
０
円
で
、
改
定
率
は
、
７
・

２
％
。
わ
れ
わ
れ
の
申
請
は
13
・
06

％
〜
17
・
４
％
で
し
た
の
で
、
大
幅

に
下
回
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
実
施
日

で
す
。
予
定
で
は
12
月
３
日
月
曜
日

の
午
前
５
時
以
降
の
出
庫
か
ら
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、『
深
夜
０
時
に

な
っ
て
３
日
だ
か
ら
新
運
賃
だ
』
と

考
え
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

改
定
は
12
年
ぶ
り
な
の
で
、そ
の
後
に

個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
っ
た
方
は
間
違
わ

れ
る
可
能
性
も
。あ
く
ま
で
も
３
日
午

前
５
時
以
降
の
出
庫
時
か
ら
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、そ
の
点
は
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」

　
ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
始
ま
っ

た
、
銀
座
な
ど
の
特
定
地
域
で
適
用

さ
れ
て
い
る
「
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
等

適
正
運
営
推
進
制
度
」
に
つ
い
て
、

点
数
制
の
街
頭
指
導
で
傘
下
組
合
の

会
員
に
も
影
響
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
適
正
営
業
に
努
め
る
よ
う
、
協

力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

　
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
報
告
事

項
10
項
目
、
通
達
事
項
３
項
目
が
前

田
専
務
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
題
は
「
臨
時
総
会
提
出

議
案
に
関
す
る
件
」「
代
議
員
一
部

変
更
に
関
す
る
件
」「
安
全
管
理
規

程
実
施
要
領
制
定
に
関
す
る
件
」

「
年
末
年
始
安
全
総
点
検
ス
テ
ッ

カ
ー
の
作
成
に
関
す
る
件
」「
平
成

20
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
等
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
並
び
に
来
賓
者
に
関
す
る

件
」
の
５
項
目
。
臨
時
総
会
に
関
し

て
は
、
当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
議

題
（
全
面
禁
煙
タ
ク
シ
ー
実
施
に
関

す
る
件
）、
審
議
に
必
要
な
資
料
な

ど
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
審
議

の
結
果
、
議
題
は
す
べ
て
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

（
１
面
よ
り
続
き
）

こ
と
も
で
き
る
。
流
し
の
タ
ク
シ
ー

は
、
地
域
に
よ
っ
て
は
結
構
走
っ
て

い
る
。
夜
は
電
光
で
つ
い
て
い
る
の

で
、
10
分
も
待
て
ば
く
る
は
ず
。
探

し
て
、
選
ん
で
、
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

■
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

黒
沢
佐
和
子
さ
ん
（
譛
東
京
タ
ク

シ
ー
セ
ン
タ
ー
利
用
者
モ
ニ
タ
ー
）

運
転
手
の
ば
ら
つ
き
が
極
端

　
き
れ
い
な
車
と
そ
う
で
な
い
車
の

差
が
大
き
い
。
ま
た
運
転
手
の
態
度

も
、
良
い
人
は
と
て
も
良
い
が
、

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
だ
っ
た
り
お
し
ゃ
べ

り
だ
っ
た
り
で
、
困
る
こ
と
が
あ

る
。
ば
ら
つ
き
が
極
端
だ
。

新
田
か
ず
え
さ
ん

（
東
京
都
生
活
協
同
組
合
連
合
会
）

個
人
タ
ク
シ
ー
は
Ｐ
Ｒ
不
足

　
将
来
的
に
は
ス
イ
カ
や
パ
ス
モ
で

も
乗
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
と
て
も

使
い
や
す
い
と
思
う
。
ま
た
、
忘
れ

物
を
し
た
場
合
、
法
人
タ
ク
シ
ー
は

営
業
所
に
電
話
を
す
れ
ば
い
い
が
、

個
人
タ
ク
シ
ー
は
ど
こ
へ
連
絡
す
れ

ば
い
い
か
分
か
ら
ず
不
便
だ
と
思
っ

て
い
た
。
そ
ん
な
誤
解
が
多
い
と
思

う
の
で
、
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
だ
。

小
川
幸
子
さ
ん

（
東
京
都
地
域
消
費
者
団
体
連
絡
会
）

個
人
タ
ク
シ
ー
な
ら
安
心
！

　
よ
く
タ
ク
シ
ー
を
使
う
が
、
法
人

の
若
い
運
転
手
さ
ん
は
よ
く
方
角
や

道
を
間
違
え
る
。
そ
の
点
個
人
タ
ク

シ
ー
は
安
心
。
シ
ー
ト
の
座
り
心
地

が
よ
く
、
運
転
が
落
ち
着
い
て
い

る
。
道
を
間
違
え
な
い
…
…
と
感
心

し
て
い
た
ら
、
降
り
る
と
き
に
な
っ

て
個
人
タ
ク
シ
ー
だ
と
気
づ
い
た
こ

と
も
あ
る
。
た
だ
、
昼
間
は
な
か
な

か
見
つ
か
ら
な
い
の
が
残
念
だ
。

秀
川
泰
寿
さ
ん

（
エ
ル
エ
ヌ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
）

も
っ
と
マ
ス
タ
ー
ズ
の
Ｐ
Ｒ
を

　
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
の
目
的
が
今
ひ

と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
。
安
全
重
視

な
ら
、
そ
れ
を
前
面
に
打
ち
出
し

て
、
自
信
を
も
っ
て
ア
ピ
ー
ル
す
れ

ば
良
い
。
星
を
見
て
「
安
全
意
識
の

高
い
運
転
手
さ
ん
な
ん
だ
な
」
と
思

え
ば
、
私
た
ち
も
乗
っ
て
み
よ
う
と

思
う
。
ま
た
み
つ
星
を
見
た
こ
と
は

あ
る
が
、
個
人
タ
ク
シ
ー
で
な
い
と

思
っ
て
見
逃
し
た
こ
と
も
あ
る
。
と

に
か
く
Ｐ
Ｒ
が
足
り
な
い
。

「個人タクシーはPR不足」という意見が目立ち
ました

関
東
運
輸
局
長
通
達

タ
ク
シ
ー
の
障
害
者
割
引
適
用
時
の
取
扱
い

①
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
療
育
手
帳

（
以
下
「
障
害
者
手
帳
」
と
い
う
）
の

確
認
方
法
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が

障
害
者
手
帳
に
貼
付
さ
れ
た
写
真
を

運
転
者
に
対
し
て
提
示
す
る
こ
と
に

よ
り
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

方
法
と
す
る
こ
と
。

②
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
の
確

保
の
観
点
か
ら
、
障
害
者
手
帳
の
提

示
に
際
し
て
、
障
害
者
手
帳
に
記
載

さ
れ
た
手
帳
番
号
、
氏
名
そ
の
他
の

個
人
情
報
を
記
録
し
な
い
こ
と

10
月
１
日
付
　
人
事
異
動

関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
次
長

有
馬
実
義
（
あ
り
ま
み
よ
し
）
氏

生
年
月
日
　
昭
和
26
年
５
月
26
日

出
身
地
　
　
熊
本
県

略
歴

昭
和
45
年
４
月
　
運
輸
省
入
省

平
成
３
年
10
月
　
栃
木
陸
運
支
局
輸
送
課
旅
客
係
長

平
成
４
年
10
月
　
東
京
陸
運
支
局
旅
客
課
第
三
係
長

平
成
５
年
10
月
　
自
動
車
交
通
局
旅
客
課
法
務
係
長

平
成
15
年
４
月
　
群
馬
運
輸
支
局
企
画
輸
送
課
長

平
成
16
年
４
月
　
東
京
運
輸
支
局
輸
送
課
長

平
成
17
年
11
月
　
日
本
郵
政
公
社

平
成
19
年
10
月
　
関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
次
長

関
東
運
輸
局
自
動
車
監
査
指
導
部
長

石
橋
　
廣
（
い
し
ば
し
ひ
ろ
し
）
氏

生
年
月
日
　
昭
和
26
年
９
月
22
日

出
身
地
　
　
千
葉
県

略
歴

平
成
５
年
６
月
　
関
東
運
輸
局
自
動
車
第
一
部
旅
客
第
二
課
調
査
運
賃
係
長

平
成
15
年
４
月
　
茨
城
運
輸
支
局
輸
送
課
長

平
成
16
年
４
月
　
自
動
車
交
通
局
貨
物
課
専
門
官

平
成
18
年
４
月
　
関
東
運
輸
局
自
動
車
交
通
部
次
長

平
成
19
年
10
月
　
関
東
運
輸
局
自
動
車
監
査
指
導
部
長
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現
在
発
行
し
て
い
る
会
報
を
よ
り

読
み
や
す
い
内
容
に
す
る
た
め
誌
面
の

刷
新
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
委
員
会

で
審
議
し
た
刷
新
内
容
に
つ
い
て
理

事
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。賛
同
の
多
い
項
目
を
平
成
20
年
５

月
号
を
め
ど
に
取
り
入
れ
て
い
く
方
向

で
、
引
き
続
き
詳
細
を
検
討
し
ま
す
。

①
発
行
サ
イ
ク
ル
を
改
め
る

（
例
‥
６
月
末
に
７
月
号
を
発
行
す
る
）

②
読
み
や
す
い
文
字
と
見
や
す
い
レ

イ
ア
ウ
ト
に
す
る
た
め
４
段
構
成
と

す
る

③
新
企
画
を
取
り
入
れ
る

  
教
育
広
報
委
員
会
実
施
　
誌
面
刷
新
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

事
業
者
の
皆
さ
ん
に
読
み
や
す
い
会
報
へ

・
東
京
ぐ
る
り
支
部
紹
介

・
運
転
席
か
ら
こ
ん
に
ち
は
（
営
業

中
の
出
来
事
、
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

募
集
）

④
理
事
の
ひ
と
こ
と
を
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
掲
載
す
る

⑤
標
語
・
川
柳
な
ど
の
コ
ン
ク
ー
ル

を
実
施
し
、
入
選
作
を
掲
載
す
る

⑥
行
政
処
分
デ
ー
タ
を
掲
載
す
る

（
氏
名
な
ど
を
除
く
）

　
そ
の
ほ
か「
写
真
な
ど
を
多
用
し
た

ほ
う
が
興
味
を
示
す
の
で
は
」「
厳
し

い
苦
情
な
ど
も
掲
載
し
て
は
ど
う
か
」

な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
版
個
人
タ
ク
シ
ー
経

営
白
書
の
内
容
に
つ
い
て
各
委
員
か

ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
、
原
案
に

加
筆
・
修
正
。
最
終
校
正
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
「
原
点
回
帰
な

く
し
て
未
来
な
し
」。
個
人
タ
ク
シ
ー

の
存
廃
を
含
め
た
厳
し
い
指
摘
が
あ

る
中
、
一
致
団
結
し
て
適
正
営
業
へ

自
浄
努
力
を
し
、
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度

を
機
軸
に
初
心
に
帰
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
事
業
継
続
の
た
め
の
参

考
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

  

第
３
回
経
営
資
材
委
員
会
（
９
月
27
日
）

平
成
19
年
度
版
「
個
人
タ
ク
シ
ー
経
営
白
書
」
完
成

第１章　個人タクシーのおかれた現状

第２章　個人タクシーの安全対策

第３章　基本に戻ってサービス＆マナー向上

第４章　公共交通機関としての適正営業

第５章　個人タクシーの経営内容

第６章　信頼に応える個人タクシーの再生を

資料編

第
24
回
優
良
法
人
事
業
者
・
実
務
管
理
者

第
22
回
個
人
タ
ク
シ
ー
優
良
事
業
者
団
体
表
彰

利
用
者
の
支
持
・
理
解
を
得
る
た
め
に

９
月
26
日
（
水
）、
第
24
回
優
良
法
人
事
業
者
・
実
務
管
理
者
／
第
22

回
個
人
タ
ク
シ
ー
優
良
事
業
者
団
体
表
彰
が
、
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21

東
京
・
イ
ー
ス
ト
21
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
個
人
タ

ク
シ
ー
の
受
賞
は
34
団
体
で
し
た
。

原
会
長
祝
辞
（
細
越
山
副
会
長
代
読
）

利
用
者
の
強
い
支
持
が
不
可
欠

　
規
制
緩
和
に
よ
り
生
じ
た
影
の
部

分
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
修
正

論
議
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
タ
ク

シ
ー
の
質
は
乗
務
員
・
事
業
者
の

質
。
そ
れ
を
維
持
す
る
に
は
待
遇
改

善
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
今
、
運

賃
改
定
に
向
け
て
申
請
を
し
て
い
ま

す
。
認
可
に
は
、
利
用
者
の
強
い
ご

理
解
、
ご
支
持
が
必
要
で
す
。
利
用

者
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
タ

ク
シ
ー
が
安
全
・
安
心
、
そ
し
て
快

適
な
乗
り
物
で
あ
る
こ
と
。
皆
様
の

日
々
の
仕
事
ぶ
り
が
利
用
者
の
ご
理

解
と
ご
支
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。

特
別
優
良
表
彰
13
年

野
方
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

理
事
長
　
西
田
秀
明
さ
ん

組
合
員
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ

　
13
年
連
続
は
歴
代
の
支
部
長
や
役

員
の
努
力
の
お
か
げ
。
組
合
員
１
７

４
名
の
協
力
が
な
け
れ
ば
続
け
て
こ

ら
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
大
切
な
の
は
日
々
の
積
み
重
ね
で

す
。
一
人
一
人
が
自
覚
を
持
っ
て
い

る
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
せ

い
で
ダ
メ
に
し
た
く
な
い
、
な
ん
と

か
途
切
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
い

う
強
い
気
持
ち
で
す
ね
。

　
マ
ス
タ
ー
ズ
制
度
へ
の
参
加
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
今
年
６
月
に
67

％
だ
っ
た
参
加
率
が
、
９
月
に
は
80

％
に
ま
で
上
が
り
ま
し
た
。
や
は
り

目
指
す
の
は
１
０
０
％
。
違
反
し
て

や
め
て
し
ま
っ
た
人
に
も
「
も
う
一

度
、
ひ
と
つ
星
か
ら
始
め
よ
う
」
と

声
を
掛
け
て
い
ま
す
。
13
年
連
続
の

表
彰
も
、
最
初
の
１
回
か
ら
始
ま
っ

た
の
で
す
か
ら
。

特別優良表彰13年を受賞した野方個人タク
シー協同組合

  

個
人
タ
ク
シ
ー
認
可
書
交
付
式
開
催

個
人
タ
ク
シ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
発
展
を
願
っ
て

　
10
月
11
日
（
木
）
午
後
３
時
か
ら
、

平
成
19
年
９
月
26
日
付
譲
渡
譲
受
の

認
可
書
交
付
式
が
、
譖
全
国
個
人
タ

ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
認
可
者
は
82
名
（
東
京
は

67
名
）。
関
東
運
輸
局
東
京
運
輸
支

局
の
矢
田
淑
雄
次
長
は
、
あ
い
さ
つ

で
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。

　「
自
分
で
自
分
を
管
理
し
て
い
く

立
場
に
な
っ
た
皆
様
に
は
、
安
全
・

安
心
・
環
境
の
こ
と
を
考
え
て
営
業

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
個
人
タ
ク

シ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
組
織
で
力
を
合

わ
せ
て
問
題
を
解
決
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
」。

　
個
人
タ
ク
シ
ー
の
看
板
が
よ
り
良

い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、
事

業
が
よ
り
繁
栄
す
る
よ
う
に
と
い
う

願
い
を
こ
め
て
、
認
可
者
を
送
り
出

し
ま
し
た
。

   

認
可
者
代
表
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

認
可
ま
で
の
長
い
道
の
り
を

家
族
・
仲
間
と
乗
り
越
え
ま
し
た

有
田
五
十
吉
さ
ん

　
個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
ろ
う
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
法
人
タ
ク

シ
ー
で
の
営
業
が
10
年
を
過
ぎ
た
頃

か
ら
。
軽
微
な
違
反
が
あ
っ
て
１
年

延
び
て
し
ま
っ
た
り
、
新
規
許
可
か

ら
譲
渡
譲
受
へ
の
切
り
替
え
が
あ
っ

た
り
と
、
今
日
ま
で
の
道
の
り
は
本

当
に
長
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

間
、
応
援
し
て
く
れ
、
は
げ
ま
し
て

く
れ
た
家
族
と
仲
間
に
は
感
謝
し

て
い
ま
す
。
と
て
も
助
け
ら
れ
ま
し

た
し
、
今
日
の
認
可
を
迎
え
る
た
め

に
は
家
族
・
仲
間
の
力
が
不
可
欠
で

し
た
。今
夜
は
家
族
と
一
緒
に
、気

持
ち
の
良
い
お
酒
が
飲
め
そ
う
で

す
。

　
運
賃
改
定
や
禁
煙
車
導
入
の
問
題

な
ど
の
渦
中
に
あ
り
、
業
界
と
し
て

は
不
安
定
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す

が
、
今
日
か
ら
は
私
も
業
界
を
担
う

一
員
で
す
。
私
自
身
が
安
全
・
安
心

で
お
客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
る
こ
と
を
、
一

番
の
目
標
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
営
業
し
て
い
た
区
域
で

は
、
高
齢
の
お
客
様
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
お
客

様
に
な
る
べ
く
気
持
ち
よ
く
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
運
転
手
に
な

り
た
い
と
、
い
つ
も
思
っ
て
営
業
し

て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
そ

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
安
全
運
転
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成19年10月号 第400号　盻

関
東
運
輸
局
長
に
よ
る
運
転
者
表
彰

利
用
者
の
期
待
に
応
え
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

の
期
待
は
ま
す
ま
す
高
ま
り
ま
す
。

受
賞
の
誇
り
と
自
信
を
、
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
環
境
対
策
や
社

会
と
の
調
和
に
生
か
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
良
き
指
導
者
と
し
て
人

材
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

受
賞
の
喜
び

安
全
第
一
＝
お
客
様
第
一
で

東
個
協
　
南
多
摩
支
部

日
原
勇
一
さ
ん

　
個
人
タ
ク
シ
ー
に
な
っ
て
26
年
、

会
長
か
ら
表
彰
状
を
贈
ら
れ
る
な
ど

い
く
つ
か
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
賞
は
格
別
の
喜
び
が
あ

り
ま
す
。
同
僚
の
は
げ
ま
し
と
教

え
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
の

氏
名
　
　
　
　
所
属
団
体

享
年

病
名

川
畑
　
勉
さ
ん
（
東
個
協
）
56
歳
　
心
筋
梗
塞

隅
田
政
明
さ
ん
（
東
個
協
）
63
歳
　
心
不
全

岡
本
留
吉
さ
ん
（
東
個
協
）
74
歳
　
呼
吸
不
全

小
菅
英
雄
さ
ん
（
事
業
団
）
73
歳
　
肝
細
胞
が
ん

橋
本
英
勝
さ
ん
（
新
東
京
）
68
歳
　
心
不
全

照
林
実
導
さ
ん
（
全
東
京
）
75
歳
　
心
室
細
動

稲
澤
政
之
さ
ん
（
東
個
協
）
56
歳
　
不
明

伊
藤
幸
雄
さ
ん
（
都
営
協
）
76
歳
　
肝
細
胞
が
ん

　
訃
報
　
　
＊
９
月

皆
様
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

10
月
16
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
、
関
東
運
輸
局
長
に
よ
る
平
成
19
年
度

自
動
車
運
送
事
業
運
転
者
表
彰
式
が
、
神
奈
川
県
立
音
楽
堂
（
横
浜
市
）

で
開
か
れ
ま
し
た
。
表
彰
者
２
７
４
名
の
う
ち
、
個
人
タ
ク
シ
ー
部
門
は

47
名
（
東
京
32
、
神
奈
川
７
、
埼
玉
２
、
千
葉
・
栃
木
各
３
）
で
し
た
。

タ
ク
シ
ー
セ
ン
タ
ー

平
成
19
年
11
月
の
街
頭
指
導
計
画

重
点
指
導
地
区

新
宿
駅
周
辺

・
乗
り
場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務
及

び
違
法
行
為
の
防
止
指
導

渋
滞
対
策
規
制
地
区

・
規
制
違
反
の
是
正
指
導
及
び
乗
り

場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務

準
重
点
指
導
地
区

池
袋
駅
周
辺

上
野
地
区

品
川
駅
周
辺

・
乗
り
場
周
辺
の
交
通
安
全
業
務
及

び
違
法
行
為
の
防
止
指
導

平
成
19
年
11
月
の
特
別
公
開
指
導

平
成
19
年
11
月
22
日
（
木
）　

午
後
11
時
か
ら
翌
午
前
２
時
ま
で

新
宿
駅
周
辺

・
違
法
行
為
の
防
止
指
導
及
び
乗
り

場
周
辺
に
お
け
る
交
通
安
全
業
務

安
原
関
東
運
輸
局
長
式
辞

安
全
運
転
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

　
本
日
の
表
彰
は
日
々
の
努
力
、
優

れ
た
運
転
技
術
、
旺
盛
な
責
任
感
の

賜
物
で
し
ょ
う
。
ご
家
族
、
上
司
・
同

僚
の
理
解
や
支
援
に
も
改
め
て
感
謝

し
ま
す
。

　
交
通
事
故
死
者
数
は
減
少
傾
向
で

す
が
、
事
故
発
生
率
は
依
然
、
高
い

水
準
で
す
。
引
き
続
き
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
。
一
方
で
、
鉄
道
・
バ

ス
の
共
通
カ
ー
ド
、
禁
煙
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
契
機
に
、
質
の
高
い
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

利
用
者
と
の
接
点
が
多
い
皆
さ
ん
へ

受賞者には良き指導者としての活躍が期待され
ます

おめでとうございます
東京都受賞32名

北村安正さん（足立第一）
安彦脩二さん（足立第二）
加藤明徳さん（足立第二）
金子　茂さん（足立第二）
阿部三郎さん（荒川）
川上總三郎さん（荒川）
小林禎二郎さん（荒川）
佐藤　清さん（荒川）
田中常雄さん（荒川）
山城　正さん（荒川）
雲野　実さん（江戸川第一）
森谷剛二さん（江戸川第一）
大塚博幸さん（葛飾第一）
佐藤　敬さん（葛飾第二）
庄司邦彦さん（北）
小倉興二さん（北第二）
北村正明さん（杉並）
立野忠一さん（杉並）
中尾　正さん（杉並）
小林邦義さん（練馬）
今口亮眞さん（墨東）
加澤英昭さん（杉並第二）
日原勇一さん（南多摩）
高鳥玉雄さん（足立）
野口欣孝さん（都民同盟）
稲垣端緒さん（東日本）
八木廣一さん（東日本）
阿部一昭さん（板協）
鈴木正男さん（板協）
細川洋八さん（板協）
小俣幹待さん（旅客）
遠藤清一郎さん（民主）

受
賞
で
す
。
式
辞
や
祝
辞
、
代
表
者

の
決
意
な
ど
を
聞
い
て
い
る
う
ち

に
、
若
い
頃
、
道
に
不
案
内
で
お
客

様
に
迷
惑
を
掛
け
た
こ
と
な
ど
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。「
安
全
第
一
＝

お
客
さ
ま
第
一
は
不
変
の
使
命
」
と

肝
に
銘
じ
、
健
康
管
理
を
徹
底
し
て

い
き
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
を
必
要
と
す
る

方
の
た
め
に

多
摩
個
連
　
東
日
本
協
組

稲
垣
瑞
緒
さ
ん

　
受
賞
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
と
き
、

多
く
の
先
輩
方
に
教
え
ら
れ
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
欲
し
い
と
願
っ
て
も
簡
単

に
い
た
だ
け
る
賞
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
う
れ
し
さ
は
う
ま
く
言
葉
に

な
り
ま
せ
ん
。

　
食
事
制
限
で
、
身
体
を
ス
リ
ム
に

し
ま
し
た
。
健
康
管
理
は
、
こ
の
仕

事
を
長
く
続
け
る
た
め
に
は
不
可
欠

で
す
。
近
い
場
所
で
あ
れ
安
全
に
お

送
り
す
る
の
は
プ
ロ
と
し
て
当
然
。

タ
ク
シ
ー
を
必
要
と
さ
れ
る
方
の
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
も
コ
ツ
コ
ツ
と

や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

平
成
19
年
９
・
10
月
期
街
頭
指
導
報
告

◆
銀
座
・
新
橋
地
区
（
午
後
10
時
か
ら
翌
午
前
１
時
）

合
計
31
名
に
団
体
長
宛
「
指
導
要
請
書
」
を
送
付

日
時
　
平
成
19
年
９
月
21
日
（
金
）

指
導
員
　
木
村
委
員
長
、
中
島
街
特
委

員
、
第
７
・
８
指
導
班
　
計
10
名

＊
タ
ク
セ
ン
特
別
公
開
指
導

新
指
導
制
度
を
Ｐ
Ｒ

　
難
波
橋
付
近
に
待
機
し
て
い
る
車

両
に
指
導
票
及
び
警
告
書
を
渡
し
、

10
月
か
ら
指
導
が
厳
し
く
な
る
こ
と

を
伝
え
た
。
花
椿
通
り
に
は
、
相
変

わ
ら
ず
駐
停
車
禁
止
違
反
車
両
が
お

り
、
指
導
に
従
い
移
動
し
た
が
、
一

台
が
指
導
票
の
受
け
取
り
を
拒
否
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　（
遠
藤
班
長
）

●
「
不
適
正
営
業
行
為
の
確
認
及
び

改
善
指
導
要
請
書
」（
団
体
長
宛
）

送
付
事
業
者
　
７
名

日
時
　
平
成
19
年
10
月
１
日
（
月
）

指
導
員
　
城
街
特
委
員
、
奥
山
街
特
委

員
、
第
９
・
10
指
導
班
　
計
10
名

違
反
車
両
が
減
少
？

　
花
椿
通
り
か
ら
新
幸
橋
、
甘
糟
ビ

ル
、
新
橋
駅
、
２
丁
目
出
口
付
近
、
空

車
進
入
禁
止
区
域
と
巡
る
。
空
車
車
両

も
少
な
く
違
法
車
両
は
見
当
た
ら
な

い
。
今
日
か
ら
指
導
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
を
察
知
し
て
か
、
違
法
車
両
が
減
少

し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
空

車
進
入
禁
止
区
域
で
は
、
法
人
の
車
両

が
多
く
、
指
導
し
た
。  

（
内
山
班
長
）

日
時
　
平
成
19
年
10
月
11
日
（
木
）

指
導
員
　
臼
井
副
委
員
長
、
石
川
街
特

委
員
、
第
１
・
２
指
導
班
　
計
10
名

空
車
回
遊
が
目
に
付
く

　
花
椿
通
り
で
は
依
然
と
し
て
進
入

車
両
が
あ
り
、
そ
の
都
度
指
導
し
て

迂
回
さ
せ
た
。
電
通
通
り
と
中
央
通

り
の
間
に
あ
る
車
両
進
入
禁
止
区
域

で
空
車
回
遊
し
て
い
る
車
が
目
に
付

い
た
。
　
　
　
　
　
　（
今
井
班
長
）

●
「
不
適
正
営
業
行
為
の
確
認
及
び

改
善
指
導
要
請
書
」（
団
体
長
宛
）

送
付
事
業
者
　
17
名

日
時
　
平
成
19
年
10
月
16
日
（
火
）

指
導
員
　
小
竹
街
特
委
員
、
小
番
街
特

委
員
、
第
３
・
４
指
導
班
　
計
10
名

個
タ
ク
が
渋
滞
の
原
因
に

　
新
幸
橋
ガ
ー
ド
下
で
法
・
個
タ
ク

シ
ー
２
台
の
不
適
正
待
機
車
両
を
発

見
。
法
人
は
排
除
し
、
個
人
に
は
指

導
票
を
渡
し
た
。
第
一
ホ
テ
ル
東
京

か
ら
土
橋
ま
で
の
ガ
ー
ド
下
に
は
個

タ
ク
の
不
適
正
待
機
車
両
が
多
く
、

他
車
両
の
通
行
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。
今
後
の
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　（
盛
田
班
長
）

●
「
不
適
正
営
業
行
為
の
確
認
及
び

改
善
指
導
要
請
書
」（
団
体
長
宛
）

送
付
事
業
者
　
７
名


